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村のようす
(1月1日現在） ．

世帯数 1,426戸
人 ，口 7,823人
男 : 3,818人
女 4,005人

面 --●●●ー・積三一ー・一・- ..•. 46.65 
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木

代

子

ゆ
く
て
に
幸
多
く
あ
れ
と

は
た
ち
へ
の
郷
愁
を
こ
め
て

ひ
た
す
ら
に
祈
る

と
お
い
も
の
と
な
っ
た

花
は
咲
く
の
マ
て
す

き
び
し
い
風
雪
に
耐
え
て

は
た
ち
の
胸
の
な
か
に

大
き
な
夢
を
育
て
て
く
だ
さ
い

今
日
に
疲
れ
ず

一
し
四
日
国
土
調
査
F
工
程
県
検
査

六

日

和

牛

子

牛

生

産

検

査

（

西

部

）

．

（
東
部
）

日

ク

七六
i
二
五
日
須
釜
た
ば
こ
収
納
所
収
納

4

-
0日
自
作
農
協
会
役
員
会

．

’
―
1
0日
農
業
委
員
会

・

-

9

教

育

委

員

会

（

公

民

館

）

二
日
石
川
地
方
婦
人
学
級
運
営
研
究
会
＂

六
！
八
日
石
川
地
方
青
年
学
級
生
研
修
会
：
”

i

八

""'1
0
日
県
下
青
年
学
級
生
大
会
磐
梯
青
・

年
の
家

．

玉
川
村
民
碁
棋
大
会

青
年
学
級

県
実
験
婦
人
学
級

青
年
学
級

県
実
験
婦
人
学
級
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村
民
芸
能
大
会
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総

務

課

（

議

会

）

、I
-上

旬

農

業

某

本

調

査

上

旬

全

員

協

議

会

各
区
よ
り
補
助
事
業
申
請
の
査
定

上
C̀
、
旬
合
併
記
念
碑
建
設
常
任
委
員
会

上
旬
正
副
議
長
各
委
員
長
会
議

中

旬

経

済

土

木

委

員

会

＿

税

、
務

課

二
五
日
固
定
資
産
税
第
四
期
分
納
期

二
七
日
所
得
税
確
定
申
告
（
営
へ
庶
‘
業
）

L

・
相
談
(
)
`

住

民

課

一
日
乳
幼
児
健
康
相
談

六

日

鉤

虫

病

対

策

検

便

一
五
日
妊
婦
検
診

産

業

（
竜
崎
地
区
）
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昭和,4・2年 2月 10日 広 報 た ま か わ 第15号 (2 y 

多
い
県
で
あ
る
福
岡
、
愛

知
等
は
人
口
が
二
倍
あ
る

が
学
校
の
数
は
同
じ
で
あ

る
。
県
立
高
校
は
授
業
料

が
九

0
0円
で
済
む
し
施

設
が
有
る
の
で
入
学
出
来

る
様
努
力
す
る
。
尚
高
校

に
無
理
を
し
て
進
学
さ
せ

県
知
事
を
囲
む

懇
属
会
⑧

る
よ
り
中
学
卒
業
よ
り
手

職
を
覚
え
さ
せ
る
事
も
考

へ
て
欲
し
い
。

小
高
の
矢
吹
幸
夫
さ
ん

よ
り
日
県
内
各
地
か
ら
通
学
出

来
る
個
所
に
大
学
を
設

置
す
る
考
へ
ば
な
い
か

⇔
農
村
は
貧
困
の
た
め
大

＾
学
に
も
行
け
な
い
。
そ

の
原
因
の
―
つ
に
農
作

物
の
価
格
が
安
定
し
て

～

い
な
い
こ
と
も
上
げ
ら

れ
る
が
農
産
物
の
価
格

安
定
施
策
に
つ
い
て
は

「
白
莱
」
「
き
う
り
」

「
と
ま
と
」
が
あ
る
が

将
来
は
価
格
補
償
制
度

を
し
て
い
て
鶏
卵
果
樹

等
に
も
実
施
し
た
い
。

農
村
か
ら
上
京
し
て
い

る
者
の
た
め
に
学
生
寮

を
設
置
し
て
現
在
四
〇

名
収
容
し
て
お
る
が
近

い
将
来
二

0
0人
位
収

容
出
来
る
よ
う
に
し
な

る
べ
く
負
担
の
軽
減
を

は
か
り
た
い
。

国
現
在
補
償
制
度
が
な
い

の
で
出
来
な
い
が
害
鳥

獣
は
駆
除
出
来
る
の
で

村
と
相
談
さ
れ
た
い
。

四
道
路
に
は
年
一

0
0億

も
か
け
て
お
る
の
だ
が

な
か
な
か
石
川
ま
で
廻

っ
て
来
な
い
現
況
で
あ

る
。
水
戸
郡
山
線
る
国

道
一
―
八
号
線
）
は
昭

和
四
十
五
年
ま
で
に
全

線
が
完
了
す
る
。
来
年

度
か
ら
公
共
事
業
で
道

路
工
事
を
進
め
た
い
。

南
須
釜
の
大
木
一
夫
さ

ん
よ
り

．．
 
ぶ＂
嚇～
．
i

丹

．．
 
＾5＂
-
T
E
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日
矢
吹
千
五
沢
線
は
非
常

に
悪
る
い
の
で
常
設
で

な
く
て
も
よ
い
が
ら
道

路
工
夫
の
配
置
を
願
い

こ、。
キ
ー
し

口
新
産
都
市
に
関
連
し
て

郡
山
に
は
バ
ス
汽
車
と

便
利
で
あ
る
が
平
に
通

づ
る
道
路
は
悪
い
の
で

改
修
工
事
を
御
願
い
し

た
い
。

木
村
知
事
よ
り
千
五

沢
に
霜
害
が
あ
る
と
云
ぅ

の
で
行
っ
た
際
霜
害
は
大

し
た
こ
と
は
な
が
っ
た
が

千
五
沢
道
は
た
し
か
に
悪

か
っ
た
。
土
木
事
務
所
長

さ
ん
に
向
っ
て
、
こ
ん
な

悪
口
を
言
は
れ
な
い
よ
う

に
よ
く
現
地
を
調
査
し
て

善
処
し
て
下
さ
い
。

平
に
通
づ
る
道
路
は
現

在
平
の
方
か
ら
改
修
工
事

を
行
っ
て
お
る
の
で
後
二

l
-
―
一
年
で
補
装
改
修
さ
れ

る
の
で
も
う
し
ば
ら
く
御

待
ち
願
い
た
い
。

中
の
小
針
安
司
さ
ん
よ

り日
農
家
収
入
バ
ラ
ン
ス
の

問
題
に
つ
い
て
。
．

現
金
収
入
が
少
く
農
繁

期
に
は
高
い
労
賃
を
仕
払

い
農
閉
期
に
は
労
力
が
残

っ
て
困
る
。
出
稼
ぎ
に
も

相
当
出
て
お
る
の
で
農
閉

期
利
用
の
方
法
は
な
い
か

木
村
知
事
よ
り
工
場

誘
致
も
考
へ
ら
れ
る
が
農

閉
期
だ
け
の
工
場
も
な
い

の
で
此
の
地
方
に
適
し
た

方
法
を
考
へ
地
方
の
特
殊

性
を
生
か

し
だ
方
法
を
県

に
教
入
．
文
戴
き
た
い
。

（
つ
づ
く
）
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圏
面
ほ

面
｀

題
、
財
産
管
理
問
題
、
母

畑
ダ
ム
問
題
等
に
つ
い
て

◎
定
例
会

9

昭
和
四
十
一
年
第
四
回
熱
の
こ
も
っ
た
一
般
質
問

定
例
議
会
は
去
る
十
二
月

、＇
が
行
わ
れ
た
。

十
六
日
招
集
さ
れ
、
全
員
こ
の
定
例
会
で
決
議
さ

出
席
の
も
と
に
会
期
七
日
れ
た
主
な
案
件
は
次
の
と

間
と
決
定
、
：
開
会
胃
頭
、
お
り
で
あ
る
。

十
一
審
議
員
、

[.九
審
議
員
議
案
第
三
十
四
号

七
審
議
員
よ
り
、
農
政
問
昭
和
四
十
一
年
度
一
般

題
、
文
教
問
題
、
土
木
問
会
計
補
正
予
算
（
第
三

衆
議
院
選
挙
終
る

、

女
性
の
政
治
認
識
高
ま
る

永
久
選
挙
人
名
簿
に
移

行
さ
れ
て
初
め
て
執
行
さ

れ
た
、
衆
議
院
議
員
総
選

挙
の
投
票
率
ば
八
四
、
四

八
％
と
郡
下
最
下
位
の
成

績
に
終
り
ま
し
た
が
、
今

度
の
選
挙
で
特
に
感
じ
ら

れ
た
こ
と
は
、
女
の
投
票

率
の
良
い
こ
と
で
女
性
が

政
治
へ
の
責
務
を
認
識
さ

れ
た
あ
ら
わ
れ
と
思
い
ま

す。．
各
投
票
区
及
ぴ
郡
下
町

村
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。
石
川
管
内
投
票
率

石
川
町
八
九

•
i七
六
％

浅
川
町
八
五
・
ニ
―
%

古
殿
町
八
五
・
七
0
%

平
田
村
八
七
・
七
一
＝
％

大
東
村
九
ニ
・
六
0
%

玉
川
村
八
四
・
四
八
彩

計
（
平
均
）
八
七
．
＿九
四
形

県
、平
均
八
二
・
0
0
%
 

昭和42年1月29日執行衆議院議員総選挙投票結果表 J
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当日の有権者数 投.,.. ヽ 票者数 投 票 率
投票区

男

女350人

計 男 女 計 男

戸女ss計.29" 296人 646人 245人 306人 551人 82.77 ％ 川辺

小高 553 616 1,169 478 526 1,004 86.44 85.39 85.89 

竜崎 336 383 719 305 321 626 90.77 83,81 87.07 
~ ~ 

須釜 476 532 1;008 393 468 861 82.56 87.97 85'.42 

吉 145 158 303 122 141 263 84.14 89.24 86.80 
, .. 

山小屋 145 163 308 99 137 236 68.28 84.05 76.62 
. . 

．． 

四 辻 15．．6 ． 162 318、 107 129 236. 68.59 79.63 74.24 

計 I 2, 10712,36414,471 11,749 ¥ 2,028 3,777 83. a 1 I 85. 79 84.48 

‘
号
）
案
原
案
通
り
可
決

決
議
第
一
号

合
併
記
念
碑
建
立
に
関

す
る
決
議
（
案
）
（
議

員
提
出
）
原
案
決
諮

議
案
第
三
十
五
号

国
民
年
金
印
紙
購
入
基

金
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て

原
案
通
り
可
決

議
案
第
三
十
六
号

水
谷
工
業
に
対
す
る
砂

利
提
供
に
関
す
る
事
務

調
査
に
つ
い
て
（
職
員
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税務課より御知らせ
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＠所得税の確定申告が始まります

今年も所得税の確定申告の時期が近づ

いてきました。所得税の確定申告とこれ

に伴う納税は 2月16日から3月15日まで
にすることになっています。 ' 

今年からは、申告手続きの簡素化を図

るため、所得税、事業税、住民税の3税`
の申告手続きが一本化され、税務署に所

得税の確定申告を提出した人は、県の事

業税や市町村の住民税の申告を提出しな

くともよいことになりました。

所得税の納税相談は、 2月下旬から 3

月15日←まで税務署や税務署員が出向いた
各市町村役場等で行なわれますが、` 所得

'の計算や申告書の書き方などわからない

人はその時に相談下さい。

申告書の提出が期限に遅れますと、無

申告加算税がかかりますから期限内に申

告して下さい。

なお、申告によって確定した税金も 3

月15日が納期限になっておりますからお
忘れなく・納税をすまされるようお願いい

たします5

R所得税第3期分の延納ができます
所得税第3期分の税額が、予定納税の

2期分税額と予定年税額2割を合計した

額を超えており、期限までに完納できな

いような場合には、その超える部分は5
月31日まで延納できますから、申告書裏

面のミツン線の下の延納申請らんに申請

事項を記入して下さい。

④贈与税の申告と納税

41年中に財産の贈与をうけた方の贈与：

税の申告と納税は2月1日から 3月15日
までとなっています。期限内に申告と納
税を済ませるようお願いします。
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本村の人口動態

部落名 戸数 男 女 .: 言.~
. . 

JI[ 辺 196 518 568 1,086 

蒜 生 39 112 111 223 -

1,132 小 高 2：1． 7 557 575 

中 135 331 355 686 

岩法寺 78 241 240 481 
._ 

竜 崎 130 367 396 763 

1,575, 南須釜 298 777 798 

北須釜 153 433 431 864 

吉 78 216 229 445 

山小屋 44 10S 133 238 

山新田 8 20 28 48 

四辻新田 50 -141 14.1 282 

A ロ 計 111.426 I s,818 4,oos I 1,82s 
，男 女 計

虚B ．． 旱竺藍192＇出死贔疇9 7 1 "2  28 、+出1死2 冑186・420 +36 
生亡

_—• 一一ヨ九写写
89 +24 

提
出
）
原
案
通
り
可
決

他
に
陳
情
、
請
願
事
項

の
処
理
に
つ
い
て
外
二
件

を
決
定
し
た
。

◎
臨
時
会

本
年
最
初
の
第
一
回
臨

時
議
会
は
一
月
二
十
日
午

前
九
時
招
集
さ
れ
、
人
事

院
の
勧
告
に
基
く
職
員
の

給
与
改
正
の
案
件
を
中
心

に
次
の
六
議
案
が
全
員
賛

成
に
よ
り
決
議
さ
れ
た
。

議
案
第
一
'
i

号

”,.

畜
専
決
処
分
の
承
認
を
求

こ
め
る
こ
と
に
つ
い
て
。

◎
玉
川
村
税
条
例
の
一
部

:
．
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

ぃ．で。

•J. 議
案
第
二
号

一

専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
。

◎
昭
和
四
十
一
年
度
玉
川

村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
四
号
）

議
案
第
三
号

．口人及数

昭
和
四
十
二
年
一
月
一
日
規
在
の
玉
川
戸

村
の
人
口
は
七
、
八
二
三
人
、
昨
年
よ
り
の

一
九
八
人
の
減
。
村
の
人
口
は
年
々
減
っ
在

て
お
り
ま
す
が
我
が
村
で
も
一
九
八
人
減
現日

っ
て
お
り
ま
す
。
出
生
一
〇
八
人
、
死
亡

●
 

七
二
人
で
、
自
然
増
三
六
人
、
転
出
四
二
月

0
人
、
転
人
一
八
六
人
で
二
三
四
人
の
減
ー

3
 

と
な
り
、
差
引
一
九
八
人
の
減
と
な
り
ま
年2
 
.4
 
日

す
°
部
落
別
の
戸
数
、
人
口
、
及
一
年
間

・
エ
[
＂昭
r"

ほ
人
口
の
動
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

職
員
の
給
与
、
勤
務
時

の
他
の
勤
務
条
件

間
そ
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
。

議
案
第
四
号

玉
川
村
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
芳

議
案
第
五
号

・

昭
和
四
十
一
年
度
玉
川

村
一
般
会
計
補
正
予
算

"盆
第
五
号
）
案
＇`

議
案
第
六
号

昭
和
四
十
一
年
度
玉
川

......''. ··~ 2出 1,,1.i, 
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泉
郷
取
扱
所
の
葉
た
ぼ

こ
収
納
は
一
月
十
日
よ
り

開
始
さ
れ
二
月
一
日
に
終

了
い
た
し
ま
し
た
0

、
個
人

で
は
最
高
一
五
二
、
六
三

三
円
最
低
一
六
、
七
二
七

円
で
あ
り
ま
し
た
が
十

a

当
り
平
均
一

C)四
、
一
九
二

四
円
を
昨
年
に
比
べ
て
、

二
r
．．
．

五
八
一
円
高
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
｝

一
一i_1_＿-m-I“_＿_＿_-＇’i_＿:“点一・八衆護院議員総選:t・1―県移動図書館来一・天教育委員会i一新しい農業技術習得のため』-・-^冬期赤痢菌検査．i血正月五句．関根栖泉l挙告示、村

血―・10須釜小中学校完―.-――実験婦人学級一・―――農業基本調査説中堅青年を県外に派遣一
111初霜の川面に陽気な泡のたっ、一全給食開始一・一立成人式公民館[明会
農業委員会本庁，
さがかみぬら＇

―――――● 玉川村では毎年優秀配布致します。昨年十月一日より十Iお降りの髪濡し来る‘妻白髪〗・公共土木災害入札―〗さが．ねれいろ1-.-・――四県実験婦人学級な青年を県外に派遣し二月末日迄展開致しまlぉ降りの＇濡色っ．くす田圃かな＂了i-～11か．、＂・-ゑか：こIul 叩叩[〗.[〗閏叩詞叫罰」tcL〗□嘉いい〗」を温室作物栽培研究の

BJヽ[〗[三[[〗[[〗[[[[／~[[[〗だしました°習得じたマ刀一金．，金納入額9-0五、ーニ七
新しい技術を我が村の、玉：』＇部落出生児氏名世帯主名続柄ヤ)
へ．．i．0円と極めて優秀な成伯さい。
衆議院議員総選挙も＇
農業発展の為に活用さ一5血一募、．←’」-『川辺小‘針政美政治二男ぇサ

衣終り新しい議員が選出L
れるよう御願いしますIllp二凹績を納め県目隙額七、岩法寺．須釜典子亀松孫終泉俗
ク，＇．吉．田．雅彦常吉グも温似、されましたが、我々国
、．五00円を県に納・̂、尚派遣報告は印刷して•}佐枇11i‘共残額を討内板保護世帯報月民の期待に反せず、祖、i.'，竜崎小林l伸'-金一長男・要保護世帯＼長期入所V̀国日本の振興に活躍さ』広『――――――-＝-Il=＝-＝＝＝＝-＝＝-＝＝＝＝=＝＝-＝＝―-m-＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝=――――-=＝＝＝=＝＝＝―-＝＝＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝-＝-＝-＝-＝-＝＝＝-＿-＝＝＝=＝-g.9南須釜塩沢勇雄重正孫ELII北須釜小針義美．一郎六男-入院者に対し、各民生＼れんことを皆さんと共．^四辻新田渡辺実光秋二男ぉ占‘に望むものです。―一北海道の旅因一委員が訪問しで夫々慰二日は建国記念旧5

9、............... `‘ .. ‘ .. :x̀ ．．． 2:̀‘、3̀．‘̀‘,‘2"‘,̀‘“ヽf鴫,細‘、̀溝井一郎呻問金を送りました。

である、制定に関して
ー感謝の礼状ぶたくさ＇先月の日誌より'-'9月
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